ルール変化をともなうセルオートマトン(複雑系5) by 森, 崇 et al.
Titleルール変化をともなうセルオートマトン(複雑系5)
Author(s)森, 崇; 工藤, 清; 玉川, 洋一; 中村, 量空; 山川, 修; 鈴木, 英俊; 上杉, 忠之











































































- 7 1 3 -
研究会報告
?? ?????
? ? ? ? ?


























? ? ? ? ?




O O.2 0.一IO.() O.t l
.l'
? ? ?
? ? ? ?? ?
? ?













? ? ?? ? ?













o o.2 0.LI 0.6 0･8 I
.l●
図4:相互情報量














ラントンはえパラメーターを増やしていった時に周期- カオスの魚 - カオス-と遷移
する現象【6】をルール空間の中で見出したが､我々はパラメーターガを増やしていった時に
カオス- カオスの縁一局期 -と遷移する現象を確落した｡この結果は､カオスの縁を生
み出すメカニズムを探る上でも興味深いと考えている｡我々のモデルでは､元ルールが周期
的であると､おおよそ周期的な状態-陥ってしまう｡元ルールがカオス的であると､ここで
示したような蓬移を示すルール (54､122､123､90､など)が現れる｡しかし､
そうならないルール (105､150､など)もあり､なぜこのような差が現れてくるのか
を調べたいと考えている｡今後の展望としては､自由度の大きいセルオートマトン (内部状
態の数や近傍の数を増やす)や､2次元セルオートマトン-の適用､元ルール自体を変化さ
せていくというような事を考えている｡
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